
令和７年度 

保谷第二小学校 第３学年 

西東京ふるさと探究学習 
単元名：「生き物の楽園 復活大作戦！！～２０年前のビオトープを復活させよう～」 

ねらい：・学校は人間だけでなく、生き物（花、動物、虫など）も共存していることに

気が付き、『命』について考える。 

    ・開校６０周年の時に、保護者や地域の方と一緒に先輩たちが作ったビオトー

プを、当時の思いを知ることで保護者、地域の方に感謝の気持ちをもって整

備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔４月〕             ☆地域の方をゲ

ストティーチ

ャーに招き、

学校の生き物

について知

る。ビオトー

プの作った当

時のお話も聞

く。 

〔１１月〕             ☆多くの人に

ビオトープ

の事を知っ

てもらうこ

とが重要と

考え、活動

を劇にし、

学芸会で発

表した。 

〔6月〕             ☆雑草を抜いた

り、泥を取

り除いたり

して環境を

整える。ビ

オトープに

詳しい主事

さんと一緒

に作業を進

める。 

〔９月〕             ☆防水シートを 

張ったり周囲 

の環境を整え 

たりしてビオ 

トープを完成 

させる。今後 

のビオトープ 

環境維持の方 

法を考える。 

まとめ 

花プロジェクトで学校は、花がいっぱいであることを知っていたが、それ以外にも飼育活動や池

の整備などで、日頃から地域、保護者の方、主事さん方がたくさんの事をやって下さっていること

に気が付いた。その活動の大変さを実際に体験し、感謝の気持ちをもつとともに、身の回りにある

ものは、当たり前でないことを学んだ。今後も積極的にお世話になっている方々に関わり、学習を

進めていく重要性を感じた。 


